
旅
五
感

心も体もデトックスできる空間。

テラスにはファイヤーピットを設置し、
火を囲みながらくつろげる空間。

庭には浅い水面を持つ水盤があり、
夜になると庭の草木が反射。

　

音
楽
で
有
名
な「
ヤ
マ
ハ
グ
ル
ー
プ
」が
手
が

け
る
、
ワ
ン
ラ
ン
ク
上
の
極
上
宿
が『
葛
城
北

の
丸
』。
古
民
家
7
軒
を
解
体
し
、
そ
の
貴
重

な
銘
木
を
随
所
に
活
か
し
つ
つ
、
「
ヤ
マ
ハ
」が

音
と
音
楽
で
培
っ
た「
感
性
」と「
文
化
」を
宿
ら

せ
た
空
間
は
、
今
ま
で
に
な
い「
極
上
の
日
本
」。

敷
地
に
足
を
一
歩
踏
み
入
れ
る
と
、
日
常
を
忘

れ
、
心
が
ふ
っ
と
落
ち
着
く
。

　

た
だ
そ
こ
に
佇
む
だ
け
で
、
ゆ
っ
た
り
と
し

た
時
の
流
れ
と
穏
や
か
な
空
気
を
漂
わ
せ
て
く

れ
る「
木
」と
い
う
建
材
の
存
在
。
至
る
所
に
良

質
の
原
木
を
宛
が
っ
て
い
る
。

Tel.0120-211-489　Fax.0538-48-6159
運営：株式会社ヤマハリゾート

静岡県袋井市宇刈2505-2

https://www.yamaharesort.co.jp/katsuragi-kitanomaru/

 

「
藤
殿
」「
葵
殿
」「
桜
殿
」「
萩
殿
」か
ら
な
る
客

室
棟
は
、
歳
月
を
経
た
古
木
の
た
く
ま
し
さ
と

あ
た
た
か
さ
を
感
じ
る
骨
太
の
梁
や
柱
と
銘
木

を
用
い
た
繊
細
な
内
装
や
調
度
品
が
懐
か
し
く

も
新
し
い
和
の
空
間
を
生
み
だ
す
。
4
棟
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
を
織
り
な
し
て
い
る
。
ス
イ
ー
ト

ル
ー
ム
と
し
て
新
し
く
な
っ
た『
桜
殿
』は
、
石
・

火
・
水
の
自
然
要
素
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て
配
置

し
、
そ
れ
ら
に
関
連
し
た
ア
ー
ト
や
設
備
が
導

入
さ
れ
て
い
る
個
性
あ
ふ
れ
る
客
室
と
な
っ
て
い

る
。
『
月
』は
、
お
部
屋
に
岩
盤
浴
が
あ
り
、
外

の
枯
山
水
が
見
え
る
設
計
。
「
灯
」は
、
モ
チ
ー

フ
の
火
を
感
じ
ら
れ
る
温
か
な
内
装
デ
ザ
イ
ン
。

和
と
洋
が
融
合
し
た
洗
練
さ
れ
た
リ
ゾ
ー
ト
ス

タ
イ
ル
の「
凪
」は
、
モ
チ
ー
フ
の
水
と
庭
の
緑
が

モ
ダ
ン
な
が
ら
も
落
ち
着
い
た
空
間
を
演
出
。

若々しい
和モダン空間
心まで
みずみずしくなる

「葵殿」

歌人たちの
愛した
はなやぎと
落ち着きのある

「萩殿」

バルコニーで
風に吹かれて
夢うつつの

「藤殿」

※画像はすべて
　イメージです。

露天風呂と一級品のアメニティを揃えたパウダールームを設置。広 と々したリビング
ルームには、ヤマハのサウンドバーSR-B40Aが導入。

2025年4月より、『桜殿』がスイートルームとしてオープン。

水のアートで
癒しを提供する「凪」

明るい木調で
温かみのある「灯」

石をテーマにした
オーセンティックな「月」

極
上
宿『
葛
城
北
の
丸
』で
、

ゆ
っ
た
り
と
心
と
身
体
を

解
き
放
つ
非
日
常
に
、

心
ゆ
く
ま
で
浸
る
。

五
感
で
愉
し
み
、
癒
さ
れ
る
、

今
ま
で
に
な
い

リ
ゾ
ー
ト
旅
体
験
を
。

　
　
で
愉
し
む

　
へ
出
よ
う

「ヤマハ」が
手がける
癒しの宿

※画像はすべてイメージです。

花の名の
スタイルに
合わせた客室 郭松門



※画像はすべてイメージです。

 

『
北
の
丸
』の
お
食
事
は
、
「
和
魂
洋
才
」を
真

髄
に
、
純
粋
な
日
本
料
理
の
お
皿
の
み
な
ら
ず
、

仕
込
み
や
調
味
に
和
食
の
技
を
用
い
た
洋
の
お

皿
も
あ
れ
ば
、
そ
の
逆
も
愉
し
め
る
唯
一
無
二

の
コ
ー
ス
料
理
。
遠
州
灘
や
駿
河
湾
、
浜
名

湖
の
新
鮮
な
魚
貝
、
静
岡
産
の
ブ
ラ
ン
ド
牛
、

地
元
野
菜
や
果
物
な
ど
旬
の
素
材
を
使
用
し
、

熟
練
の
職
人
が「
ひ
と
皿
の
物
語
」へ
と
紡
ぎ
出

す
。「
地
産
の
食
と
響
き
合
う
地
産
の
お
酒
を
」

を
テ
ー
マ
に
、
地
元
産
を
中
心
に
極
上
の
日
本

酒
を
各
種
用
意
。
１
５
０
種
類
以
上
の
ワ
イ
ン

が
揃
う
酒
蔵
も
完
備
、
ソ
ム
リ
エ
が
料
理
に
合

わ
せ
て
特
別
な
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
を
奏
で
る
逸
品

を
セ
レ
ク
ト
し
て
く
れ
る
。

　

旅
の
醍
醐
味
の
一
つ
と
も
い
え
る
の
が「
湯

処
」。
「
湯
蔵（
男
性
用
）」で
は
、
柔
と
剛
の

心
地
良
い
調
和
を
演
出
。
「
湯
殿（
女
性
用
）」

は
、
品
の
あ
る
正
統
派
く
つ
ろ
ぎ
空
間
。
随
一

の
癒
し
の
湯「
湯
屋（
日
替
わ
り
男
女
入
浴
）」

は
、
木
目
の
美
し
さ
が
目
を
引
く
開
放
感
あ
ふ

れ
た
空
間
。
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
も
完
備
。
ゆ
っ
た

り
と
湯
け
む
り
に
巻
か
れ
夢
見
心
地
に
。
随
一

の
癒
し
の
湯「
湯
屋（
日
替
わ
り
男
女
入
浴
）」は
、

木
目
の
美
し
さ
が
目
を
引
く
開
放
感
あ
ふ
れ
た

空
間
。
ミ
ス
ト
サ
ウ
ナ
も
完
備
。
ゆ
っ
た
り
と

湯
け
む
り
に
巻
か
れ
夢
見
心
地
に
。

YAMAHAオーディオ機材
 「スピーカーNS-5000」
「プリアンプC-5000」
「パワーアンプM-5000」など。

グランドピアノ 「YAMAHA C3 Centennial」

　

離
れ
に
あ
る『
梅
殿
』に
設
け
ら
れ
た
宿
泊
者

限
定
の「
オ
ー
デ
ィ
オ
鑑
賞
ラ
ウ
ン
ジ
」。
重
厚

感
の
あ
る
梁
や
柱
、
無
垢
板
の
床
張
り
な
ど
古

民
家
を
そ
の
ま
ま
移
転
し
た『
梅
殿
』に
は
、「
ヤ

マ
ハ
」の
最
高
級
オ
ー
デ
ィ
オ
セ
ッ
ト
や
ピ
ア
ノ

製
造
１
０
０
周
年
を
記
念
し
た
限
定
モ
デ
ル
の

グ
ラ
ン
ド
ピ
ア
ノ
を
設
置
。
そ
こ
に
い
る
だ
け

で
深
い
安
ら
ぎ
と
贅
沢
を
感
じ
る
異
世
界
の
中
、

好
き
な
音
楽
を
愉
し
む
こ
と
が
で
き
る
。
最
高

の
空
間
で
最
高
の
音
。

＜ご利用対象者＞　 
『葛城北の丸』ご宿泊のお客様（事前予約制）
10：00～21：00 
※１回の利用時間は２時間程度。

宇刈コース17番ホール

　

併
設
す
る
ゴ
ル
フ
場「
葛
城
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」

は
、
山
名
コ
ー
ス
と
宇
刈
コ
ー
ス
の
計
36
ホ

ー
ル
ズ
か
ら
な
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
コ
ー
ス
。
名

匠
・
井
上
誠
一
氏
の「
晩
年
の
傑
作
」と
い
わ
れ

て
い
る
設
計
は
、
初
心
者
か
ら
上
級
者
ま
で
幅

広
い
ゴ
ル
フ
ァ
ー
を
満
足
さ
せ
て
く
れ
る
。
特

に
、
多
く
の
ゴ
ル
フ
ァ
ー
を
魅
了
す
る
山
名
コ

ー
ス
は
、
Ｊ
Ｌ
Ｐ
Ｇ
Ａ
ツ
ア
ー
「
ヤ
マ
ハ
レ
デ

ィ
ー
ス
オ
ー
プ
ン
葛
城
」の
舞
台
に
も
な
っ
て
い

る
。
『
北
の
丸
』宿
泊
者
に
限
り
、
「
葛
城
ゴ
ル

フ
倶
楽
部
」の
会
員
同
伴
な
し
で
ビ
ジ
タ
ー
と

し
て
プ
レ
ー
が
可
能
。
伝
統
と
自
然
が
織
り
な

す
至
福
の
ゴ
ル
フ
体
験
を
味
わ
え
る
。

山名コース17番ホール

山名コース12番ホール

匠の技が
光る

旬の料理

ゆったりと
くつろぐ
夢見心地

オーディオ
鑑賞

ラウンジ棟
「梅殿」

胸弾む
伝統の

ゴルフコース


